
政
令
第

号

水
防
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
水
防
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
水
防
法
（

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
五
条
の
八
第
一
項
た
だ
し
書
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）

第
十
六
条
の
四
、
第
六
十
五
条
の
三
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六
項
、
第
九
十
八
条
、
第
百
条
第
一
項
並
び
に
第
百
一
条
、
独

立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
十
九
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
四
項
（

同
法
第
十
九
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
三
十
条
の

二
第
三
項
及
び
第
五
項
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
、
司
法

書
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
九
十
七
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
並
び
に
土
地
家
屋
調
査
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

二
百
二
十
八
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
水
防
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
水
防
活
動
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

水
防
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
水
防
活
動
を
定
め
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
四
百
二
十
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

水
防
法
施
行
令

本
則
中
「
水
防
法
」
を
「
法
」
に
改
め
、
本
則
を
第
二
条
と
し
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
特
定
緊
急
水
防
活
動
）
」

を
付
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
通
常
の
管
理
行
為
、
軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行
為
）

第
一
条

水
防
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
の
八
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一

浸
水
被
害
軽
減
地
区
内
の
土
地
の
維
持
管
理
の
た
め
に
行
う
行
為

二

仮
設
の
建
築
物
の
建
築
そ
の
他
の
浸
水
被
害
軽
減
地
区
内
の
土
地
を
一
時
的
な
利
用
に
供
す
る
目
的
で
行
う
行
為
（

当
該
利
用
に
供
さ
れ
た
後
に
当
該
浸
水
被
害
軽
減
地
区
が
有
す
る
浸
水
の
拡
大
を
抑
制
す
る
効
用
が
当
該
行
為
前
の
状

態
に
回
復
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
な
場
合
に
限
る
。
）

（
河
川
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
十
条
の
六
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
国
土
交
通
大
臣
の
施
行
す
る
改
良
工
事
等
）

第
十
条
の
七

法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
改
良
工
事
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

ダ
ム
、
導
水
路
、
放
水
路
、
捷
水
路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
に
関
す
る

し
よ
う

改
良
工
事
等
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

二

災
害
復
旧
事
業
の
施
行
の
み
で
は
再
度
災
害
の
防
止
に
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ

と
合
併
し
て
行
う
改
良
工
事

（
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
河
川
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

第
十
条
の
八

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
河
川
工
事
を
施
行
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
工
事
を
行
う
河
川
の
名
称
及
び
区
間
、
工
事
の
内
容
並

び
に
工
事
の
開
始
の
日
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
事
の
全
部
又
は
一
部
を
完
了
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る

と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
河
川
工
事
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
特
定



河
川
工
事
に
係
る
法
第
十
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
三
十
七
条
、
第
六
十
六
条
か
ら
第
六
十
八
条
ま

で
、
第
七
十
条
第
一
項
、
第
七
十
条
の
二
（
第
三
項
を
除
く
。
）
、
第
七
十
四
条
及
び
第
八
十
九
条
に
規
定
す
る
権
限
を

都
道
府
県
知
事
等
（
法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
都
道
府
県
知
事
等
を
い
う
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
代
わ
つ
て

行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
さ
れ
た
河
川
の
区
間
に
つ
き
、
同
項
の
規

定
に
よ
り
公
示
さ
れ
た
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
法
第
二
十
一
条
、
第
六
十
六
条
か
ら
第
六
十
八
条
ま
で
、
第
七
十
条
第
一
項
、
第
七
十
条
の
二
（
第
三
項

を
除
く
。
）
、
第
七
十
四
条
並
び
に
第
八
十
九
条
第
八
項
及
び
第
九
項
に
規
定
す
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了
又

は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
八
条
、
第
六
十
六
条
又
は
第
七
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限
を
都
道
府
県
知
事
等

に
代
わ
つ
て
行
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
都
道
府
県
知
事
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
土
交
通
大
臣
の
行
う
特
定
河
川
工
事
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
等
の
負
担
）



第
三
十
七
条
の
二

都
道
府
県
等
が
法
第
六
十
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
負
担
す
べ
き
金
額
は
、
特
定
河
川
工
事
に

要
す
る
費
用
に
係
る
負
担
基
本
額
か
ら
、
当
該
都
道
府
県
等
の
長
が
自
ら
当
該
特
定
河
川
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
た
場
合

に
国
が
当
該
負
担
基
本
額
を
基
準
と
し
て
当
該
都
道
府
県
等
に
交
付
す
べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
に
相
当
す
る
額
を

控
除
し
た
額
と
す
る
。

２

都
道
府
県
等
が
法
第
六
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
負
担
す
べ
き
金
額
は
、
二
級
河
川
の
修
繕
に
要
す
る
費
用

の
額
（
法
第
六
十
七
条
、
第
六
十
八
条
第
二
項
又
は
第
七
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
が
あ
る
と
き
は
、
当

該
費
用
の
額
か
ら
こ
れ
ら
の
負
担
金
の
額
を
控
除
し
た
額
）
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

第
三
十
八
条
第
二
項
中
「
第
六
十
三
条
第
三
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
六
十
五
条
の
三
第
三
項
」
を
、
「
負
担
す
べ
き

負
担
金
」
の
下
に
「
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
負
担
す
べ
き
負
担
金
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項

と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
そ
の
行
う
法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
特
定
河
川
工
事
に
要
す
る
費
用
の
負
担
に
関
し
、
法
第
六

十
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
費
用
を
負
担
す
べ
き
都
道
府
県
等
に
対
し
、
そ
の
負
担
す
べ
き
額

を
納
付
す
べ
き
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



第
四
十
一
条
第
二
項
中
「
第
十
六
条
」
の
下
に
「
か
ら
第
十
六
条
の
三
ま
で
、
第
十
七
条
」
を
、
「
第
七
十
条
の
二
」
の

下
に
「
（
第
三
項
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
十
三
条
第
三
項
中
「
法
に
」
を
「
法
及
び
こ
の
政
令
に
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
一
号
」
を
「
第
二
号
」

に
改
め
、
同
項
中
第
四
号
を
第
六
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

第
十
条
の
八
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
権
限

第
五
十
三
条
第
三
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

法
第
十
六
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
権
限

第
五
十
六
条
中
「
、
第
十
六
条
の
二
、
第
十
六
条
の
三
」
を
「
か
ら
第
十
六
条
の
四
ま
で
」
に
改
め
、
「
第
六
十
五
条
の

二
」
の
下
に
「
、
第
六
十
五
条
の
三
」
を
加
え
る
。

第
五
十
七
条
の
二
中
「
、
第
三
十
八
条
第
二
項
」
を
「
、
第
三
十
八
条
第
三
項
（
法
第
六
十
三
条
第
三
項
に
係
る
部
分
に

「

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字

限
る
。
）
」
に
改
め
、
同
条
の
表
中

第
十
条
の
四
第
一
項

都
道
府
県
知
事
で
あ
る

句

読
み
替
え
る
字
句

「



を

第
十
条
の
四
第
一
項

都
道
府
県
知
事
で
あ

指
定
都
市
の
長
で
あ
る

」

る

指
定
都
市
の
長
で
あ
る

に
改
め
、
同
表
第
三
十
八
条
第
二
項
の
項
中
「
第
三
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第

」

三
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
の
三
中
「
、
第
三
十
八
条
第
二
項
」
を
「
、
第
三
十
八
条
第
三
項
（
法
第
六
十
三
条
第
三
項
に
係
る
部
分
に

「

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字

第
三
条

一
の
都
府
県
知
事

限
る
。
）
」
に
改
め
、
同
条
の
表
中

他
の
都
府
県
知
事

句

読
み
替
え
る
字
句

「

第
三
条

一
の
都
府
県
知
事

指
定
都
市
の
長
又
は
都
道

を

府
県
知
事

他
の
都
府
県
知
事

他
の
河
川
管
理
者

」



指
定
都
市
の
長
又
は
都
道

府
県
知
事

に
改
め
、
同
表
第
三
十
八
条
第
二
項
の
項
中
「
第
三
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第

他
の
河
川
管
理
者

」

三
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
の
四
中
「
第
十
条
の
六
」
を
「
第
十
条
の
八
」
に
、
「
第
三
十
八
条
第
二
項
、
」
を
「
第
三
十
八
条
第
三
項

（
法
第
六
十
三
条
第
三
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
」
に
改
め
、
同
条
の
表
第
十
六
条
の
九
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
九
第
一
項

第
十
六
条
の
三
第
一
項
又
は
前

前
条
第
一
項

条
第
一
項

第
十
六
条
の
三
第
一
項
若
し
く

同
項

は
前
条
第
一
項

竹
木
の
流
送
若
し
く
は
物
件

物
件

第
五
十
七
条
の
四
の
表
第
十
八
条
第
二
項
第
三
号
、
第
三
十
八
条
第
二
項
の
項
中
「
第
三
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十

八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。



（
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
七
条
の
四
」
に
、
「
第
四
十
二
条
」
を
「
第
四
十
二
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
を
「
（
機
構
が
行
う
特
定
施
設
の
工
事
に
係
る
河
川
管
理
者
の
権
限
等
）
」
に
改
め
る
。

第
二
章
中
第
十
七
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
機
構
が
行
う
特
定
改
築
等
工
事
）

第
十
七
条
の
二

法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
特
定
改
築
等
工
事
は
、
ダ
ム
に
関
す
る
工
事
と
す
る
。

（
機
構
が
行
う
特
定
河
川
工
事
に
係
る
河
川
管
理
者
の
権
限
等
）

第
十
七
条
の
三

機
構
が
行
う
特
定
河
川
工
事
に
関
し
て
は
、
機
構
は
、
河
川
法
第
十
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十

一
条
、
第
三
十
七
条
、
第
六
十
六
条
か
ら
第
六
十
八
条
ま
で
、
第
七
十
条
第
一
項
、
第
七
十
条
の
二
（
第
三
項
を
除
く
。

）
、
第
七
十
四
条
及
び
第
八
十
九
条
に
規
定
す
る
権
限
並
び
に
水
道
原
水
水
質
保
全
事
業
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
六
年
法
律
第
八
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
水
道
原
水
水
質
保
全
事
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
及

び
第
十
六
条
に
規
定
す
る
権
限
を
都
道
府
県
知
事
等
（
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
都
道
府
県
知
事
等
を
い
う
。
以
下
こ



の
条
並
び
に
第
四
十
二
条
の
二
第
三
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
代
わ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
機
構
の
権
限
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
り
公
示
さ
れ
た
河
川
の
区
間
に
つ
き
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
公

示
さ
れ
た
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

、
河
川
法
第
二
十
一
条
、
第
六
十
六
条
か
ら
第
六
十
八
条
ま
で
、
第
七
十
条
第
一
項
、
第
七
十
条
の
二
（
第
三
項
を
除
く

。
）
、
第
七
十
四
条
並
び
に
第
八
十
九
条
第
八
項
及
び
第
九
項
並
び
に
水
道
原
水
水
質
保
全
事
業
法
第
十
四
条
第
一
項
及

び
第
十
六
条
に
規
定
す
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
負
担
さ
せ
る
河
川
法
第
六
十
七
条
、
第
六
十
八
条
第
二
項
、
第
七
十
条
第
一
項
若
し
く

は
第
七
十
条
の
二
第
一
項
又
は
水
道
原
水
水
質
保
全
事
業
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
は
、
機
構
の
収

入
と
し
、
機
構
は
、
河
川
法
第
七
十
四
条
第
三
項
の
納
付
義
務
者
又
は
水
道
原
水
水
質
保
全
事
業
法
第
十
六
条
第
三
項
に

規
定
す
る
者
が
負
担
金
及
び
延
滞
金
を
納
付
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
国
税
滞
納
処
分
の
例
に
よ
り
、
滞
納
処
分
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
都
道
府
県
知
事
等
に
代
わ
っ
て
権
限
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
河
川
法
第
十
八
条
の
他

の
工
事
の
施
行
者
若
し
く
は
他
の
行
為
の
行
為
者
、
同
法
第
十
九
条
の
他
の
工
事
の
目
的
で
あ
る
工
作
物
の
管
理
者
又
は



同
法
第
六
十
七
条
、
第
六
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第
七
十
条
第
一
項
の
費
用
を
負
担
す
る
者
が
国
又
は
地
方
公
共
団
体

で
あ
る
と
き
は
、
機
構
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
こ
れ
ら
の
者
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
負
担
さ
せ
る
河
川
法
第
七
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
の
徴
収
を
受
け
る
者

の
範
囲
及
び
そ
の
徴
収
方
法
又
は
同
法
第
七
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
同
法

第
七
十
条
第
二
項
又
は
第
七
十
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
知
事
等
が
統
括
す
る
都
道
府
県
又
は
指
定
都

市
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
の
条
例
の
規
定
を
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
負
担
さ

せ
る
水
道
原
水
水
質
保
全
事
業
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
同
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
等
の
条
例
の
規
定
を
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

６

機
構
は
、
河
川
法
第
十
八
条
、
第
六
十
六
条
又
は
第
七
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限
を
都
道
府
県
知
事
等
に
代

わ
っ
て
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
都
道
府
県
知
事
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
河
川
工
事
に
関
す
る
公
示
の
方
法
）

第
十
七
条
の
四

法
第
十
九
条
の
二
第
三
項
又
は
同
条
第
四
項
（
法
第
十
九
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
工
事
を
行
う
河
川
の
名
称
及
び
区
間
、
工
事
の
内
容
並
び
に
工
事
の
開
始
の
日
又
は
工



事
の
完
了
若
し
く
は
廃
止
の
日
を
官
報
に
掲
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

官
報
に
掲
載
し
て
公
示
を
す
る
い
と
ま
が
な
い
と
き
は
、
他
の
適
当
な
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
及
び
次
条
」
を
「
、
次
条
及
び
第
四
十
二
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
水
資
源
開
発
施
設
又
は
愛
知
豊
川
用
水
施
設
の
管
理
又
は
災
害
復
旧
工
事
に
つ
き
負
担

す
る
負
担
金
の
支
払
方
法
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
一
条
（
水
道
等
負
担
金
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
三
章
中
第
四
十
二
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
特
定
河
川
工
事
に
要
す
る
費
用
の
範
囲
等
）

第
四
十
二
条
の
二

法
第
三
十
条
の
二
第
一
項
の
費
用
の
範
囲
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号

に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

河
川
管
理
施
設
の
改
築
に
要
す
る
費
用

実
施
計
画
調
査
費
、
本
工
事
費
、
附
帯
工
事
費
、
用
地
費
、
補
償
費
、
機

械
器
具
費
、
事
務
取
扱
費
及
び
附
属
諸
費

二

河
川
管
理
施
設
の
修
繕
に
要
す
る
費
用

維
持
修
繕
費
、
事
務
取
扱
費
及
び
附
属
諸
費



三

河
川
管
理
施
設
の
災
害
復
旧
工
事
に
要
す
る
費
用

本
工
事
費
、
附
帯
工
事
費
、
用
地
費
、
補
償
費
、
機
械
器
具
費

、
事
務
取
扱
費
及
び
附
属
諸
費

２

前
項
第
三
号
に
規
定
す
る
費
用
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
応
急
工
事
費
、
応
急
工
事
に

使
用
し
た
材
料
で
復
旧
工
事
に
使
用
で
き
る
も
の
に
要
し
た
費
用
及
び
仮
締
切
、
瀬
替
え
そ
の
他
復
旧
工
事
に
必
要
な
仮

設
工
事
に
要
す
る
費
用
を
含
む
も
の
と
す
る
。

３

法
第
三
十
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
が
支
払
う
べ
き
額
（
二
級
河
川
の
修
繕
に
係
る
も

の
を
除
く
。
）
は
、
第
一
項
の
費
用
の
額
（
第
十
七
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
負
担
金
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
負
担
金

の
額
を
控
除
し
た
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
負
担
基
本
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
、
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
を

統
括
す
る
都
道
府
県
知
事
等
が
自
ら
特
定
河
川
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
た
場
合
に
国
が
当
該
負
担
基
本
額
を
基
準
と
し
て

当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
に
交
付
す
べ
き
負
担
金
又
は
補
助
金
の
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

４

法
第
三
十
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
指
定
都
市
が
支
払
う
べ
き
額
（
二
級
河
川
の
修
繕
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
は
、
第
一
項
の
費
用
の
額
（
河
川
法
第
六
十
七
条
、
第
六
十
八
条
第
二
項
又
は
第
七
十
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
負
担
金
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
負
担
金
の
額
を
控
除
し
た
額
）
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。



５

法
第
三
十
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
の
方
法
は
、
機
構
が
都
道
府
県
知
事
等
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す

る
。

（
特
定
河
川
工
事
の
実
施
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
適
用
す
る
法
律
の
規
定
）

第
四
十
二
条
の
三

法
第
三
十
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
を
補
助
事
業
者
等
と
み
な
し
て
適
用
す
る
補
助
金
等
に

係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
の
規
定
は
、
同
法
第
十
条
第
三
項
及

び
第
二
十
五
条
の
規
定
以
外
の
規
定
と
す
る
。

２

法
第
三
十
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
を
地
方
公
共
団
体
と
み
な
し
て
適
用
す
る
負
担
法
の
規
定
は
、
負
担
法

第
三
条
か
ら
第
四
条
の
二
ま
で
、
第
九
条
第
二
項
、
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
の
規
定
以
外
の
規
定
と
す
る
。

附
則
第
七
条
第
三
項
中
「
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
」
を
削
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
二
十
項
第
二
号
及
び
第
三
十
九
条
第
十
七
項
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
三

項
」
に
改
め
る
。



（
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
第
十
八
号
の
五
を
第
十
八
号
の
六
と
し
、
第
十
八
号
の
四
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
八
の
五

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十
五
条
の
八
第
一
項

（
都
市
緑
地
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

都
市
緑
地
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
四
号
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
る
。

（
司
法
書
士
法
施
行
令
及
び
土
地
家
屋
調
査
士
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
三
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
る
。

一

司
法
書
士
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）
第
四
条
第
十
三
号

二

土
地
家
屋
調
査
士
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
四
年
政
令
第
二
百
九
十
八
号
）
第
四
条
第
十
三
号

附

則

（
施
行
期
日
）



１

こ
の
政
令
は
、
水
防
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
六
月
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
第
三
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る

負
担
金
で
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
同
令
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
そ
の
支

払
が
開
始
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
支
払
方
法
を
当
該
年
度
支
払
の
方
法
に
よ
る
こ
と
と
す
る
こ
と
に
つ
き
、
こ
の

政
令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
同
令
第
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
三
十
一
条
第

四
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。



理

由

水
防
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
浸
水
被
害
軽
減
地
区
内
の
土
地
に
お
け
る
届
出
を
要
し
な
い
行
為
を

定
め
る
と
と
も
に
、
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
河
川
の
改
良
工
事
又
は
修
繕
及
び
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
が

行
う
こ
と
が
で
き
る
河
川
管
理
施
設
の
改
築
又
は
修
繕
に
関
す
る
工
事
を
定
め
る
等
関
係
政
令
の
規
定
に
つ
い
て
所
要
の
整
備

等
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


